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水稲出穂期予測モデルのメッシュ地図への展開システムの開発
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前報て 京 ■県をや度30秒 程 度43秒の区両 (面積約

lk皿 !〕ごとに月別平均気温 降 水量などをl■持 作

画するメァシュ地口作成システムいの開発を報告したが

このシステムが保持しているメッシュ気象データを活用

し 奈 良県規模での作物生育予拭じシステムとして拡張す

るため 本 報では布ヽが報告している湛水土壌中直播栽

培法 (に直)に よる水稲の生育モデルカのメッシュ地囲

への展開システムを開発し 出 額期予測を試みた。

水稲出穂期予損」のための空間拡張モデルの開発

水稲の出稲についての稲村モデルは 時 間のf4過に従

って変化する気象データ (日平均気温および日長)に の

rt対はして動く時間モデルであ, 村 七は以下のとおり

てある。

DVRI=こ T!十 bI.ic

たた しDVR,1期 における発育速度 (1日 あたり・

ステージ)

Tit期 における日平均気温

I,1期 における日長

aすbo:品 種ことの定数

このモデルをメ′シュ地図の各メッシェ上で動かすた

めに ま_t問 (位置)デ ータにも対応するように時間 を

問モデルとして五援しなければならない。そてで日長が

緯度に対!まするようにしたのが 次 のモデルである.た

だし平均気温データは、をメッシュごとに与えられた/1

象庁のアメグス月平均気温推定値を読み込み こ れから

B平 均気温を求めることにする。
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ただ し DVR t期 における発高速度 (1日 あたり

ステージ)

Tit期 における日平均気温

L■ 期における日長

LO t期 における旧東京天文台の日長

N!当 該地点の幾度

d,b)o dl定 数

このモデルを稼働させるためには、0緯 度データか ら

アメダス3次 メッシュの各地点の各日の日長を求めるシ

ステム0ア メダスデータの月平均気温から日データヘの

変換システムの 2つ をサブシステムとして開発 しなけれ

!まならないて

旧東京天文右の日の出 入 り■夕↓から任意の日・地点

の日の出 入 りは以下のようにして求められるい。

日の山時刻 :Tl‐ Tl。■M一 NX■

日の入り時夕対:T2‐ T20+M tt N X■

ただし
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したが ,

め られる。

日

旧東京大文合の日の出時刻

日東京天文合の日の人り時刻

求める地点の東経を,き数とする柿FJ数

求める地点の北維を引営数とする補助数

求める地点の日長を引き数とする補助敦

て、紀意のB 地 点の日長は 以 下の式で水

長 : L=T2~Tl=挽 。一T。 -2NXェ             第 1
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あらかじめ各メッシュの緯度から補助数 Nを 求めファ

イルに書き込み こ れと」東京大文合の毎日の日長時間

のファイルとによって、各タッシュの毎日の日長を求め

るすブシステムを作成 した。
一方、アメダスメッシュデータには 平 年値としては

月単位の気温および降水量のデータしかない。そこで、

気家庁が開発 した調和解析法、および清野の同手法のヨ

ンピュータプログラム。を参考にして各メッシュの平均

気温の月データから任意の期間の日平均気温を求めるサ

ブシステムを作成 した。

以上の結果、稲村の水純 く湛遭)出 穂モデルは奈良県

の各メッンュごとに操作できることになり、夕(ラメータ

の停られているアスカミンリ、ホウレイ、ァキッホ フ

ヨウの湛ヨでの出穂知の県下全域における予測が可1ヒと

なった。

予ll値の有効性の検討

ホシステムによって、県下各メッシュにおけるアスカ

ミ′りとネウレイの5月 15日直接の平年の出穂期を地図

上に表したのが第 1 2図 である。予測に用いた毎日の

気温は平年の気温であり、現実に出現した負【温ではない

ため、直接的に予測値の精度を確かめることはできない

が 稲 村によれば 1985年から1987年の3カ年の実験で

は桓lF:Ⅲでァスヵミ′りが8月23日、ホゥレイが8月 10
日の出荷であったり。 これに対してシステムの示した出
穂予lF値はlu市てァスヵミノリリ` 8カ 19～24日 本 ウレ
イか8月 7～ 8日であり、両品穫の山穂期予減1分布は平
担部では実験の結果とほぼ一致している。また山間部で
も 無 効気温の高い西南暖地用品種アスカミノリの山積
が大きく遅れるのに対し 山 FB5用耐冷品種であるネ,レ
イは無幼気温が低く山簡部でも平担部をあまり変わらな
い出檀期を予測するなど 本 システムによる水稲(湛直)
出穂モデルの奈良県メッシュ地図上への履13結果は従来
の知見と適合していると思われる。

米の自f占化気迅が高まる中で 品 種 穀 培法の両面で
従米にもまして良貸味が求められている。このため ■
シヒカリなどの倒伏しゃすぃ品種を用いて、なおかつ追
肥重点の肥培管理が必要とされるため 迎 Bの時期と量の

決定が 今 後の水猛☆培にとって極めて重要となってき
ている。出植期予測を中心とするヨンピュータ生育予拭!
システムを活用して、水稲の生産を大幅に高めた栃木県
の事例を行つまでもなく、奈良県の主要品覆についての

出穂期予測モデルの開発と予江1値の地域メッシュヘの展
開は 県 度米が今後の度地競争に勝ち残るための 有 効
な手法であるものと思われる。
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第 1図 5月 15日播種のアスカミノリの山穂期 (予測)

8月 19日 (232日,～ 9月23日 (267日)

第 2図  5月 15日鵜種のホウレイの出穂期 (予瓶|)
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